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C i16歳 男 (死亡8日前)突然「棺ある?」 と言った。
(死亡4日前年当日)「今の目標は外泊だ。できるよね」と何度も聞く。「帰りたい」と言い続ける。


















I,3歳 男 (死亡前夜)苦しい中でシチュー を所望する。しかし,ほんの2, 3口食べただけであった。
J:2歳 男 (死亡前夜)「お母ちゃん, もうだめだ」と言った。
K:15歳 男 (死亡10日前)Nsの後ろを黒い人影がサァー と通り過ぎたと言う。
L:14歳 男 (死亡3日前)面会に来た伯母たちが帰ろうとすると「 もう少し,あと10分いてくれ」と引き止める。
(死亡前日)IVH挿入中「死ぬためにやった,あと3口で死ぬ」
(死亡前夜)「警察を呼んでくれ,悪いことをしてきたから…」と。
M:11歳 女 車椅子,ストレッチャー でよく散歩に出かける (死亡4日前まで)。
(死亡当日)「治る?」 と言ってばかりいる。





O:5歳 男 死亡10日前より,車椅子で散歩に行きたいと毎日出かける (死亡2日前まで)。
(死亡8日前)今まで嫌がっていたのに,自分から身体を拭いてほしいと言うようになる。
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